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ぞれ固有に使用できる居館や家屋を所有していた。8 つの女子修道院と 1 つの分院をとりあ
えず度外視すると、ケルンで持続的に居を構えていたのは7 つのシトー修道院
ツ ィ ス テ ル ツ ェ
（男子修道院）















































































































































る態度である。マインツは、 12 世紀から 13 世紀への変わり目に、市の自治と自己支配をめ
ぐっての、都市領主たる大司教との闘いの中で、頼りになる強力な同盟者を得たのであった。
ヒンメロート修道院とその娘修道院ハイステルバッハも、部分的には似たように振る舞い、




















































































政治的目的設定並びに協力は、しかしこの場合更に広範囲に及んだ。1194 年 5 月 8 日か
ら 10 日までトリフェルスにおいて、またアンヴァイラーで、皇帝と帝国の要人たちとの会
合が行われた。それはシチリア王国を征服しドイツ人のローマ帝国に編入するため、帝国の









































































管理責任者は決算書を提出するのか」(“Quando vel quibus [abbatibus] maior cellerarius
computare debet”) という表題の問いに反映されているように、それぞれのシトー派修道院に
おける個々の経営単位の管理者たち (cellerarii) は定期的に決算書の作成を義務付けられ、そ
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